
窓
開
け
て
吹
き
入
る
風
に
昼
を
寝
る 

八
日
市
場
ハ　

西
野　

棠
雨

少
年
に
母
の
ご
と
姉
夏
了
る 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

お
し
め
り
と
云
う
よ
き
言
葉
大
根
蒔
く 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

や
や
冥
き
色
を
敷
き
延
べ
秋
の
海 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

唐
破
風
の
天
守
を
映
す
月
あ
か
り 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

星
あ
か
り
刈
田
に
深
く
し
ず
ま
り
て 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

傘
寿
な
る
こ
と
の
想
い
や
秋
の
月 

八
日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

あ
り
し
日
の
母
に
鍬
胼
胝
と
ろ
ろ
汁 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

も
一
肥
欲
し
と
見
し
田
の
勝
り
け
り 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

稲
の
出
来
見
な
が
ら
散
歩
姉
と
わ
れ 

堀　

川　
　
　

高
野　
　

操

涼
風
に
話
の
弾
む
声
が
過
ぐ 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

ふ
る
里
は
取
り
入
れ
済
ん
で
秋
ま
つ
り 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

宅
配
で
故
郷
の
母
の
愛
届
く 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

故
郷
の
家
並
変
わ
り
て
半
世
紀　

 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

ふ
る
里
で
捨
て
た
つ
も
り
の
国
訛
り 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

通
学
路
友
と
通
っ
た
田
圃
道 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

青
春
の
思
い
出
語
る
里
の
露
路 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

古
里
の
や
さ
し
い
風
で
昼
寝
す
る 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

在
郷
で
終
の
住
処
に
結
ぶ
夢 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

あ
て
先…

あ
て
先…

あ
て
先…

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

力
作

募
集
中

題
目
塔

片
子
を
歩
く

匝瑳

探訪
101

片
子
の
妙
印
寺
に
あ
る
題
目
塔

　

日
蓮
宗
で
は
「
南
無
妙
法
蓮
華

経
」
を
題
目
と
い
い
、
題
目
が
刻

ま
れ
た
供
養
塔
や
寺
院
の
石
碑
な

ど
を
題
目
塔
と
い
い
ま
す
。
日
蓮

宗
寺
院
の
あ
る
市
内
北
部
の
飯
高
、

吉
田
、
豊
和
地
区
に
は
多
く
の
題

目
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
特
徴
的
な
塔
が
片
子
区

の
妙
印
寺
境
内
に
あ
り
ま
す
。
片

子
の
集
落
は
１
４
０
０
年
代
の
創

建
と
さ
れ
る
同
寺
周
辺
か
ら
形
成

さ
れ
た
よ
う
で
、
江
戸
時
代
後
期

の
１
８
４
５
年
に
家
数
20
と
の
記

録
が
あ
り
ま
す
。

　

題
目
塔
は
寺
院
を
中
心
に
組
織

さ
れ
た
題
目
講
や
熱
心
な
信
者
が

建
立
し
、「
題
目
講
」は
安
久
山（
飯

高
地
区
）
の
１
５
７
７
年
の
記
録

が
最
も
古
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

妙
印
寺
本
堂
に
面
し
た
一
画
に

数
基
の
題
目
塔
が
あ
り
、
そ
の
中

で
ひ
と
き
わ
大
き
な
塔
が
１
７
２

２
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

塔
は
、
同
寺
16
代
日
貞
が
中
心
と

な
り
片
子
村
は
じ
め
八
日
市
場
村
、

現
在
の
多
古
町
、

旭
市
干
潟
に
お

よ
ぶ
近
隣
40
か

村
、
１
１
１
６

人
の
信
者
が
十

万
部
の
お
経

（
法
華
経
）を
読

ん
だ
記
念
に
建

て
た
も
の
で
す
。

市
内
の
題
目
塔

は
ほ
と
ん
ど
調

査
済
み
で
す
が
、

こ
れ
ほ
ど
多
く

の
信
者
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た

も
の
は
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

境
内
に
は
市
内
で
古
い
時
代
の

１
６
６
６
年
に
片
子
、
安
久
山
、

飯
高
内
の
信
者
が
合
同
で
建
て
た

塔
も
あ
り
ま
す
。

　

市
内
で
墓
碑
を
調
べ
ま
す
と
、

飯
高
檀
林
で
学
ん
だ
僧
侶
の
墓
を

目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
、
近
隣
村

で
生
ま
れ
た
者
も
か
な
り
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
、
飯
高
檀
林
の
化
主
（
檀

林
長
）
か
ら
身
延
山
第
51
世
法
主

（
住
職
）
と
な
っ
た
明
静
院
日
全

上
人
の
位
牌
を
拝
見
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
調
査
で
、
飯
高
檀
林

に
学
び
最
高
位
の
化
主
の
座
に
着

き
、
そ
の
後
本
山
身
延
山
久
遠
寺

（
山
梨
県
）の
住
職
と
な
っ
た
市
内

生
ま
れ
の
者
が
４
人
い
た
と
さ
れ
、

そ
の
ひ
と
り
が
日
全
上
人
で
し
た
。

　

片
子
村
に
生
ま
れ
若
く
し
て
飯

高
檀
林
に
学
ん
だ
日
全
上
人
は
、

江
戸
な
ど
の
寺
の
住
職
を
経
た
の

ち
、
飯
高
１
６
６
代
化
主
に
上
り

詰
め
ま
し
た
。
１
７
９
９
年
に
身

延
山
に
す
す
み
、
５
年
間
法
主
を

勤
め
１
８
０
８
年
４
月
83
歳
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
家

に
位
牌
が
届
け
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
。（

元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

だ
い
も
く

あ　

ぐ　
や
ま

に
っ
て
い

け
し
ゅ

ほ
っ
す

み
ょ
う
じ
ょ
う
い
ん
に
ち
ぜ
ん

み
ょ
う
い
ん

川　　

柳

髙
梨　

果
宝 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

俳　　

句

八
木　

佐
久
司 

推
薦

つ
い

す
み
か
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